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１．はじめに 
 最終処分場における発生ガスの測定は，埋め立てられたごみの分解進行状況や跡地利用の可能性を把握す

るのに重要である。発生ガスは，埋立物の種類や層内の条件等により異なるが，好気性分解や嫌気性分解を

行い二酸化炭素やメタン等が発生することはよく知られており，その報告も多くみられる。しかし，層内の

発熱に伴い廃棄物自体より揮発する揮発性有機化合物（ＶＯＣ），有機化合物の微生物分解により発生するＶ

ＯＣ等に関しては報告例１），２）も数が少なく，発生の実態や環境に対する影響も明らかでない。 
そこで，福岡市の最終処分場のガス抜き管発生ガス及びガス抜き管周辺空気等のＶＯＣ（44 物質）の測定

を行い，発生の実態と環境への影響について調査を行った。その結果，各埋立場の発生ガスの特徴について

若干の知見が得られたので報告する。 
 
２．調査方法 
 （１）測定場所 
    福岡市内の最終処分場のうち，埋め立てが終了した埋立場４か所及び現在埋め立て中の埋立場２か

所のガス抜き管発生ガスのＶＯＣの測定を行い，ガス抜き管周辺空気についても測定を行った。また，

埋立物の発生ガスへの影響を見るため，焼却灰周辺空気，破砕不燃物周辺空気，移送コンベア内空気

及び浸出水調整槽内空気の測定も行った。 
 （２）調査期間 
    平成15年4月～平成16年3月 
 （３）試料採取方法 
    ガス抜き管発生ガスはガス抜き管から，焼却灰周辺空気等は直接

キャニスターに瞬間採取し，ガス抜き管周辺空気は図1のようにガ

ス抜き管の中間地点でキャニスターにパッシブフローコントローラ

ーを取り付け，3mL/minの流量で24時間採取した。 
 （４）分析条件 
    G C / M S HP6890，HP5973 
    カ ラ ム HP1 0.32mm×60m×1.0μm 

昇温条件  0℃(8min)→15℃/min(50℃)→5℃/min(120℃,1min)→10℃/min (220℃,2min) 
    検 出 法 SIM法 
 
３．結果 

ガス抜き管発生ガス及びガス抜き管周辺空気等のＶＯＣ測定結果を表1に示す。なお，ＶＯＣ44物質の中

で全地点の最大検出値が報告下限値（0.1μg/m３）の1,000倍未満の濃度（100μg/m３）であった25物質は

物質名のみを表2に示す。 
（１）Ａ埋立場 

図 1 測定地点 



    可燃ごみを主体として昭和48年から51年まで埋め立てられた埋立場である。 
発生ガス中のベンゼン，クロロベンゼン，CFC-12等が周辺空気と比較して高い濃度で検出された。 

 （２）Ｂ埋立場（２か所） 
    焼却灰や不燃ごみを主体として昭和53年から63年まで埋め立てられた埋立場である。 
    場所により差が出たが，発生ガス中のベンゼン，トルエン等の芳香族炭化水素，塩化ビニル，クロ

ロベンゼン等の有機塩素系炭化水素，CFC-12等が周辺空気と比較して高い濃度で検出された。 
 （３）Ｃ埋立場 
    焼却灰や不燃ごみを主体として昭和63年から現在まで埋め立て中の埋立場である。 
    発生ガス中のトルエン，キシレン等の芳香族炭化水素，テトラクロロエチレン，1,1,1-トリクロロ

エタン等の有機塩素系炭化水素，CFC-11等が周辺空気と比較して高い濃度で検出された。 
 （４）Ｄ埋立場 
    焼却灰や不燃ごみを主体として昭和 50 年から平成 11 年まで埋め立てられた埋立場で，発生ガス中

のＶＯＣ濃度は市内一般環境大気中の濃度３）と比較しても大きな違いは見られなかった。 

（５）Ｅ埋立場 
    焼却灰や不燃ごみを主体として平成8年から現在まで埋め立て中の埋立場である。 

   発生ガス中のCFC-11，CFC-12が周辺空気と比較して高い濃度で検出された。 
（６）焼却灰周辺空気等 

    資源化センターで処理選別後に埋立処分される破砕不燃物の移送コンベア内空気からトルエン，

CFC-12が高い濃度で検出された。 
 
４．まとめ 

今回の調査により以下のことが判明した。 
（１）ガス抜き管発生ガス中のＶＯＣ濃度を埋立場別に比較すると，Ａ，Ｂ，Ｃ埋立場は芳香族炭化水素，

有機塩素系炭化水素ともＤ，Ｅ埋立場より高い濃度で検出された。 
（２）Ｃ埋立場のガス抜き管発生ガスからオゾン層破壊物質であるCFC-11，CFC-12等のフロン類が高い

濃度で検出された。 
（３）CFC-114については埋立終了後10年以上経過しているＡ，Ｂ埋立場のガス抜き管発生ガスから比較

的高い濃度で検出された。 
（４）破砕不燃物の移送コンベア内空気からトルエン，CFC-12が比較的高い濃度で検出されたことから，

破砕不燃物が埋立場発生ガス中の両物質の一因になっていると考えられた。 
（５）数か所のガス抜き管発生ガスから，大気環境基準のあるベンゼン（基準値：3μg/m３），テトラクロ

ロエチレン（基準値：200μg/m３）が高い濃度で検出されたが，ガスの発生量が少ないため，ガス抜

き管周辺空気の濃度は，市内一般環境大気中の濃度３）と比較しても差異は認められなかった。  
（６）今回測定したガス抜き管発生ガスおよびガス抜き管周辺空気のＶＯＣ濃度は，日本産業衛生学会定

義の「環境空気中の化学物質の許容濃度」４）と比較して，全ての項目において基準よりも低い値であ

った。特にガス抜き管周辺空気中のＶＯＣ濃度は市内一般環境大気中の濃度３）と同じレベルであり，

ガス抜き管発生ガス中のＶＯＣの一般環境に対する影響は小さいと考えられた。 
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表 1 ガス抜き管発生ガス及びガス抜き管周辺空気等のＶＯＣ測定結果 

単位：（μｇ／ｍ３）   

 

表 2 測定項目（表 1 で既出の物質を除く） 

物 質 名 

1,3－ブタジエン，アクリロニトリル，1,2－ジクロロエタン，クロロホルム，ジクロロメタン，トリクロロエチレ

ン，ＣＦＣ－113，四塩化炭素，臭化メチル，スチレン，1,1,2,2－テトラクロロエタン，1,1,2－トリクロロエタン，

1,1－ジクロロエチレン，1,2,4－トリクロロベンゼン，1,2－ジクロロプロパン，cis－1,3－ジクロロプロペン，ｍ

－ジクロロベンゼン，trans－1,3－ジクロロプロペン，塩化アリル，クロロエタン，クロロメタン，ヘキサクロロ

－1,3－ブタジエン，1,2－ジブロモエタン，エチレンオキシド 

 

4月23日 2月3日 4月23日 1月20日 1月20日 6月11日 6月12日 3月9日 3月9日

Ａ
Ａ

（環境）
Ｂ ① Ｂ ①

Ｂ ①
(環境)

Ｂ ② Ｃ Ｃ
Ｃ

（環境）

１，２，４－トリメチルベンゼン 91.9 0.1 746.8 1032.3 1.0 10.9 1015.0 83.8 0.8
１，３，５－トリメチルベンゼン 40.1 <0.1 457.8 426.5 0.3 7.6 428.0 52.5 0.2
１－エチル－４－メチルベンゼン 26.3 <0.1 274.3 361.9 0.4 3.9 363.4 27.3 0.2
ｍ，ｐ－キシレン 175.3 0.2 3439.9 4470.8 1.3 47.1 1973.0 591.1 1.3
ｏ－キシレン 73.4 <0.1 1407.4 1420.6 0.5 17.3 863.2 203.7 0.8
エチルベンゼン 187.2 0.1 4306.3 7818.1 1.1 45.4 1492.0 646.2 1.1
トルエン 60.0 0.9 1656.3 923.5 4.8 32.2 1437.0 1855.0 5.8
ベンゼン 327.2 0.8 697.7 1199.5 1.5 2.5 52.0 18.2 1.7
１，１，１－トリクロロエタン 0.1 0.1 0.4 <0.1 <0.1 0.2 500.3 0.1 0.2
１，１－ジクロロエタン 5.6 <0.1 86.0 110.6 <0.1 <0.1 1.3 4.1 <0.1
ＣＦＣ－１１ 1.5 1.8 15.3 10.9 1.9 2.6 1064.0 28.9 1.8
ＣＦＣ－１１４ 269.7 0.1 72.4 97.1 <0.1 0.2 16.2 5.5 0.1
ＣＦＣ－１２ 552.7 3.3 176.9 167.3 4.0 3.2 2759.0 39.7 3.2
cis－１，２－ジクロロエチレン 17.7 <0.1 109.2 145.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
ｏ－ジクロロベンゼン 69.6 <0.1 109.4 165.0 <0.1 0.2 10.4 0.4 <0.1
ｐ－ジクロロベンゼン 240.9 <0.1 227.8 281.8 0.4 3.4 233.1 1.7 0.3
塩化ビニル 62.6 0.2 1021.6 1562.2 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
クロロベンゼン 990.3 <0.1 47.3 107.5 <0.1 0.2 1.0 9.0 <0.1
テトラクロロエチレン 4.8 <0.1 30.8 26.2 0.6 0.7 231.7 2.8 <0.1

4月23日 4月23日 12月9日 12月9日 6月11日 6月11日 7月9日 7月9日

Ｄ Ｅ Ｅ
Ｅ

(環境)
焼却灰 破砕不燃物

移送コンベア
（密閉）

浸出水
調整槽

１，２，４－トリメチルベンゼン 0.8 1.0 5.4 0.5 1.8 7.6 99.5 6.6
１，３，５－トリメチルベンゼン 0.2 0.9 2.2 0.1 0.4 2.2 29.5 1.5
１－エチル－４－メチルベンゼン 0.3 0.3 1.5 0.1 0.5 2.0 24.5 3.1
ｍ，ｐ－キシレン 0.9 1.8 11.1 0.8 2.3 14.4 71.0 30.1
ｏ－キシレン 0.4 0.9 4.2 0.3 0.9 4.8 30.0 11.8
エチルベンゼン 1.0 1.0 7.9 0.7 1.5 15.8 53.4 39.9
トルエン 3.2 2.2 18.1 3.9 5.7 15.4 108.6 14.4
ベンゼン 1.0 0.7 1.2 1.0 1.2 0.2 1.8 1.7
１，１，１－トリクロロエタン 0.2 0.3 0.7 0.2 0.2 1.4 23.3 0.2
１，１－ジクロロエタン <0.1 0.9 0.4 <0.1 <0.1 <0.1 0.4 <0.1
ＣＦＣ－１１ 1.9 211.7 28.5 2.9 1.8 3.3 44.6 2.1
ＣＦＣ－１１４ 0.1 36.2 24.4 0.2 0.7 <0.1 1.3 0.1
ＣＦＣ－１２ 3.1 252.3 67.6 3.9 5.0 11.5 258.9 3.4
cis－１，２－ジクロロエチレン <0.1 0.4 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
ｏ－ジクロロベンゼン <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.1 44.2 0.9
ｐ－ジクロロベンゼン 0.6 1.7 0.9 0.1 2.1 2.1 20.8 3.2
塩化ビニル <0.1 0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
クロロベンゼン <0.1 0.2 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
テトラクロロエチレン 0.2 0.9 0.1 <0.1 0.1 0.8 12.9 <0.1
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